
Title 英文東欧問題参考書一二
Sub Title
Author 田中, 萃一郎

Publisher 三田学会
Publication year 1910

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.4, No.1 (1910. 7) ,p.122- 124 
JaLC DOI
Abstract
Notes 新著紹介
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19100700-

0122

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


新
作
者

潟

122 

恥P7' 

新

主怠
寸三3

紹

英
文
京
欧
問
題
参
考
書
三
ケ

田

中

奇乞

，《、J一HH

一
、
河
旬
。
…
と
で
き
ぴ
一
gJω

宮
出

5mm弓
可
・
ぴ
VYωnogω

ぐ
一
丸
O

吋
(
戸
・

1
ω
2
3・
毛
主
的
O

コ

)-Fozs-

H
G
O

∞
 

二
、
出
5
m
m
w
q
o同
吋

oauhvvJ
何

仏

ヴ

可

〉

5
0
p・H
L
O
口・

門戸

O

ロ一円。。。

九
百
六
年
以
来
何
芳
利
の
政
局
を
左
右
せ
る
大
同
関
結
就

中
間
十
八
年
紫
は
商
相
コ
ヅ
ジ
ュ
ー
ト
等
の
温
和
論
者
と

代
議
院
議
長
ユ

λ
ト
等
の
過
激
論
者
と
の
問
に
内
託
を
招

を
し
が
然
、
之
を
基
礎
と
せ
る
す
ヱ
カ
l

レ
内
閣
を
外
せ

る
は
勿
論
、
人
を
し
て
向
芳
利
政
局
の
前
途
に
卦
し
望
洋

の
嘆
を
起
コ
し
め
し
が
、
今
や
総
選
懸
の
結
果
、
四
十
八

年
擦
の
勢
力
地
に
墜
ち
、
新
内
閣
は
多
数
の
同
志
を
擁
し
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て
議
舎
に
臨
め
ら
。
但
し
旬
牙
利
の
農
民
は
総
選
患
を
以

て
製
年
仁
比
す
可
し
と
な
し
、
黄
白
の
多
少
仁
よ
t
り
て
四

」
十
八
年
紫
を
棄
つ
る
を
弔
敢
て
辞
せ
?
と
一
五
ヘ
ば
去
月
の

総
選
患
の
巣
し
て
マ
グ
ヤ
I

レ
y

の
口
県
意
を
代
表
せ
る
や

否
や
は
疑
ふ
可
し
、
允
も
そ
の
マ
ヲ
ヤ
}
レ
ン
川
以
外
の
民

放
の
希
望
に
令
へ
る
乙
と
は
明
な
ム
ノ
O

セ
ト
ン
@
グ
オ
ト
ソ
y
氏
の
著
は
、
旬
芳
利
民
族
ド
ド
干
す
る

根
本
的
研
究
の
結
果
に
し
て
之
を
書
物
製
造
家
の
編
纂
物

と
同
一
線
す
可
わ
ら
歩
、
紙
数
Iι
時
日
と
に
恨
み
る
よ
ら

主
と
し
て
ス
ロ
ザ
ケ
Y

民
族
仁
・
就
て
の
み
認
識
せ
る
弘
、

そ
の
マ
ジ
ヤ
i
レ
ン
が
如
何
仁
爾
係
の
民
篠
宮
虐
待
す
る

や
の
資
際
は
能
く
之
を
指
摘
せ
よ
リ
0
λ

ロ
グ
ケ
ン
民
放
と

一
去
は
N
h

そ
の
名
榔
3
ヘ
宅
珍
ら
し
け
れ
ど
、
ル
イ
、
コ
ヅ

ジ
ュ
ー
ト
の
如
き
弘
元
来
ス
ロ
グ
ケ
シ
民
放
に
属
す
る
F
ζ

一
五
ヘ
ば
数
育
普
及
の
結
果
、
不
I
レ
ン
、
チ
ヱ
八
ン
と
並
び

稲
3
る
、
も
の
日
あ
る
可
く
、
そ
の
未
だ
現
は
れ
含
る
は

全
く
マ
ジ
ヤ
!
レ
シ
民
族
臨
時
抑
の
致
す
所
な
う
。
英
閥
代

議
士
オ
!
と
T
Y
氏
の
絞
訂
仁
係
る
つ
今
日
の
向
芳
利
し

は
ゥ
ヱ
ヵ
ー
レ
丙
間
各
大
医
等
の
起
稿
し
て
各
方
面
よ
L
リ

旬
牙
利
を
説
明
せ
る
唱
の
、
英
議
仁
し
て
、
セ
ト
ン
@
、
グ
オ
者
は
勿
論
、
近
世
政
治
史
仁
志
ナ
ρ
も
の
が
見
遁
ず
可
か
ら

ト
ソ
ン
ぬ
の
著
述
と
併
せ
議
む
時
は
、
以
て
能
く
旬
一
芳
利
時
d

る
好
著
述
、
t
b
o

の
現
放
を
了
解
Iυ

得
可
し
。
而
し
て
旬
牙
利
に
於
け
る
民
一
四
、
?
の
仰
の
白
山
口
付
〈
O

一三…

3
・何仏

-
S
〉
σ
σ
C
片付・

族
問
題
の
碗
究
の
如
を
、
決
し
て
等
協
に
附
す
可
を
仁
あ
一
F
O
ロ
仏
hu
口

}C3

ち
守
、
新
内
閣
が
如
何
仁
之
を
解
決
す
み
か
は
勝
て
、
我
一
バ
ル
カ
Y

山
市
の
小
王
国
は
九
十
八
年
に
土
耳
実
に
到
し

艶
韓
政
策
に
向
て
縄
問
切
な
る
教
訓
を
供
給
し
特
ペ
を
な
ム
ソ
一
て
無
謀
の
繋
空
間
を
し
よ
ら
、
財
政
一
司
続
々
悶
ー
を
加

会
一
、
ロ
佐
々
一
口
如
何
〈

C
E
S
S
-
の
何
日
口
三
O

口
一
ヘ
、
闘
威
は
盆
丘
陵
突
し
去

'o、
列
岡
輿
論
の
同
情

q
主

M
L
O
ロ仏
o
p
g
o
u

一
ら
ん
と
す
る
も
の
あ
b
o
就
中
土
都
に
閥
舎
の
開
設
せ
ら

金
角
滞
顕
の
の
十
月
旗
拡
果
し
て
能
く
欧
大
陸
を
席
捲
し
来
一
れ
し
結
果
青
年
土
耳
薬
品
践
の
民
波
的
自
民
活
必
は
飽
〈
ま
で

れる一
J
L
幸
一
衰
の
疾
風
の
郊
に
繊
弄
し
去
ら
る
、
と
と
な
一
希
艇
と
グ
リ

i
ト
ー
し
の
令
同
を
妨
げ
ん
正
し
、
符
め
に
ア

ト
る
可
を
か
、
と
は
何
人
の
勝
川
口
仁
笠
胞
も
に
拝
ぷ
の
間
一
ゼ
ン
ス
政
治
家
の
狼
狽
一
般
悶
察
す
る
に
惨
め
y
り
o

設
い
と
於

ほ
な
ふ
が
、
バ
ル
カ
ン
委
口
誌
の
一
人
2
ー
し
て
多
年
東
欧
間
一
て
が
僻
闘
の
つ
八
レ
ネ
主
義
防
衛
同
盟
し
合
員
中
の
一
好
力

応
を
研
究
し
、
九
百
八
年
い
に
し
一
都
仁
革
命
の
起
れ
る
後
、
一
家
は
宗
致
、
経
済
、
女
母
、
古
一
跡
等
の
谷
方
面
上
'h
希
闘
の

L
耳
誌
の
合
同
進
歩
委
員
ょ
ん
招
一
聴
せ
ら
れ
て
、
杯
初
議
合
石
川
款
な
説
明
し
て
以
て
一
書
を
翁
せ

b
、
而
し
て
た
の
一

の
開
院
式
に
臨
め
る
バ
ヅ
グ
ス
ト
シ
氏
の
本
書
を
総
〈
持
一
英
譲
本
は
、
抗
一
品
準
主
義
の
政
治
家
と
し
て
名
あ
る
サ
}
、

は
又
一
相
一
設
を
抱
く
の
必
要
な
さ
を
成
、
甘
ん
。
問
的
阿
九
の
詑
一
チ
ヤ
}
ル
ス
、
ヂ
ル
グ
の
序
丈
一
を
添
え
て
お
仁
せ
ら
れ
、
党

主
皇
常
務
凡
の
託
事
共
仁
活
者
一
間
食
る
わ
ぜ
失
は
ム
ヂ
叉
サ
ロ
一
F

り
新
間
記
者
、
北
ゐ
ペ
イ
一
プ

i
レ
氏
の
マ
セ
ド
ュ
ア
仁
於
け

ニ
グ
r枚
掠
と
せ
る
青
年
土
耳

i
裳
活
動
の
呉
相
を
本
書
ゐ
へ
レ
ネ
主
義
在
仏
型
炉

J

る
一
篇
の
如
き
、
論
旨
-
精
や
偏
頗

の
如
く
明
快
に
叙
越
せ
る
替
の
は
少
し

0・
東
欧
問
題
椀
究
の
嫌
な
き
に
あ
ら
ね
-PL
積
ん
で
痛
快
な
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人
的
紛
の
如
何
代
よ
り
行
mm
の
債
鈍
也
定
ま
る
法
曹
の
な
り
と
論
及
L
、
給
局
入

山
崎
の
白
脱
却
は
滋
徳
の
根
祇
な
り
と
結
m
v
h

最
後
に
合
長
川
令
貞
一
氏
は
可
自

我
の
意
識
L
E題
L
、
先
ゴ
近
世
心
迎
撃
の
由
来
よ
り
競
争
起
L
、
本
論
記

入
り

5
1
2氏
卓
球
呼
る
四
個
の
見
解
ハ
物
的
、
枇
語
、
心
的

純
的
〉
を
邸
中
げ
其
中
の
続
的
白
我
は
人
格
統
一
忙
し
て
是
れ
即
ち
自
我
な
り

E
詳
細
削
花
氏
が
滋
畜
の
一
部
を
吐
露
L
K
P‘
散
命
悶
L
た
る
は
午
後
五
時
に

L
て
常
日
は
我
授
愚
生
等
多
数
の
出
府
首
切
り
て
甚
だ
盛
曾
な
り
き
、
悶
忙
詑

一

一

一

回

耕

口

県

命

日

講

演

大

合

す

、

同

命

討

に

て

は

奨

面

白

h
k

掛
撃
を
研
宛
せ
む
と
ず
る
者
の
従
立
を
計
り
卑

近
来
木
盤
女
単
科
的
比
一
切
興
L
E
就
中
純
女
肌
干
の
後
民
ほ
殊
に
願
者
な
る
を
一
忙
交
感
科
に
寝
込
者
の
み
忙
限
b
ず
一
一
般
に
入
合
を
詐
筏
ず
る
事
忙
決
定
L

以
て
阿
釘
郎
早
川
科
は
和
一
巡

hg切
る
や
日
見
る
芸
品
り

L
が
裁
に
同
捜
し
専
攻
者
十
数
一
た
り
o

ハ
位
、
ば
〉

人
腕
別
府
内
A

ず
る
所
追
っ
て
締
結
ん
で
三
回
釘

mZHな
る

g
の

を

組

織

し

た

り

一

三

間

史

的

学

命

日

大

合

而
L
て
其
第
一
者
と
L
て
之
を
兵
悔
い
的
に
現
一
は
L
た
る
迫
の
は
即
ち
去
六
月
一
同
曾
は
去
月
十
八
日
午
後
一
時

T
B護
服
詐
取
盛
大
事
第
一
一
十
五
番
講
堂
忙
於

十
}
n
b
T
後
日
時
、
・

5
然
強
大
隈
二
十
五
時
命
訴
さ
み
の
℃
開
催
、
せ
る
同
支
一
て
第
}
悶
講
演
大
曾
を
関
与
小
探
一
幹
事
の
閃
曾
の
鯨
忙
き
ざ
、
.
問
中
歌
山
税
収

波
大
曾
な
り
‘
先
づ
幹
事
場
権
夫
氏
の
閃
曾
の
鮮
民
攻
究
家
蒜
士
一
波
路
霊
感
義
監
と
史

2
2之
題
L
徳
川
時
代
に
於
け
る
歴
史
締
宛
よ
り
説
起

官
民
的
V

「
治
道
家
と
心
球
」
ハ
偉
人
之
哲
事
U
E
一
民
ふ
題
の
下
に
治
議
家
と

L
文
那
朝
鮮
に
於
け
る
隆
史
術
宛
忙
及
び
、
ぞ
れ
よ
り
'
義
塾
創
立
前
の
m
明
者

隆
人
間
を
会
総
と
[
て
取
扱
ふ
品
会
計
と
祉
曾
を
会
強
-F
干
し
て
京
扱
ふ
政
治
と
の
研
・
宛
は
史
苧
」
抑
制
撃
な
り
し
ー
し
一
説
、
ミ
義
一
謹
創
立
以
来
今
日
比
一
主
る
!
?

の
溺
聞
を
兼
ぬ
る
所
の
唱
の
な
り
と
談
会
恕
L
て
人
務
之
哲
製
と
の
関
係
を
の
底
史
街
発
的
概
略
を
述
べ
東
日
札
十
八
世
紹
以
来
勃
興
L
た
る
山
九
日
時
抗
主
義
唯

詩的削
1
J
、
お
恕
丘
町
・
向
な

b
L
む
る
之
何
時
代
一
回
紛
糾
修
養
の
手
引
と
な
理
主
義
よ
り
十
九
一
世
紀
以
来
の
問
符
議
に
移
り
、
従
来
の
柿
宛
訟
は
科
一
限

会

警

官

官

5
2雪
り
と
給
・

2、
次

長

謀

議

在

的

研

若

手

3雲
名
古
然
科
事
の
如
(
一
勤
続
以
せ
ず
る
す

一
)
諮
総
の
装
工
題

L
4づ
十
八
世
紀
末
葉
よ
り
十
九
世
紀
初
期
に
一
旦
れ
ず
と
論
じ
て
、

3
2、

3
7
y等
の
警
官
、
校
庭
霊
前
世

る
功
利
主
義
を
批
評

ι、
+
法
制
的
滋
一
徳
之
本
削
街
道
徳
と
を
区
別
L
、
善
人
大
患
-
究
開
設
併
は
庄
草
川
任
口
札
俊
w
Q
パ
き
重
大
な
る
責
任
悼
の
り
ふ
和
パ
り
弐
わ

が
鐙
徳
上
の
資
任
品
は
る

G
伸
文
絡
が
行
霊
魂
は
あ
ふ
居
住

L
℃
で
阿
部
数
授
は
、
『
ア
エ
ス
ト
ヘ

1
ベ
ル
之
宮
叙
住
之
題

L隠
史
と
同
時

一
一
一
回
態
曾
記
事

12.1， 

但
し
最
近
に
於
け
る
希
脳
の
岡
放
を
詳
か
に
せ
ん
と
せ
ば

本
書
に
併
せ
て
去
る
凶
凡
刊
行
の

μ，y
o
O口
釦
ペ
沖
合
・
守

M
H
ぬ

ぐ
…
白
川
ぐ
に
一
見
え

t
p・
向
刊
の
の
ど
三
百
ロ
向
。
。
0
1
m
o

の
一
一
編

を
設
ひ
を
可
と
す

品

間
峰
。
曾
記
事

一戸 '骨

二一

詑
ど
を
区
別
し
て
俗
詑
は
主
織
的
要
素
多
し
と
の
前
焼
主
り
‘
得
訟
の
-
鯨
を

仮
ひ
て
其
白
叙
体
に
よ
り
彼
が
六
十
俄
年
間
の
格
似
た
る
生
涯
を
話
b
れ
た

り
‘
次
で
大
森
金
五
郎
氏
は
コ
地
事
時
代
民
一
於
け
る
部
部
交
化
の
懸
絶
b
h
江・る

演
題
の
下
に
、
日
般
に
延
害
時
代
は
史
上
の
黄
金
時
代
ど

L
て
考
へ
ら

J

渇
れ

ど
賀
は
娃
れ
都
の
み
に
於
け
る
ζ

と
に
し
て
櫛
比
一
於
て
は
、
金
(
之
れ
14J
反

封
の
欣
山
間
K
ち
り
と
説
起
L
、
誌
仰
向
時
都
忙
於
け
る
墜
業
の
溌
治
、
思
者
の

勝
品
切
』
貴
族
の
山
川
勝
等
争
述
べ
4
0

札
ど
限
削
天
皇
の
延
零
年
間
誇
臣
口
礼
治
闘

の
怠
見
か
」
川
悦
山
山
せ
し
め
し
時
、
}
一
一
好
清
行
の
・
芯
見
書
に
は
、
都
の
均
一
銭
え
部

は
至
っ
て
ム
umC
せ
る
放
之
れ
を
数
減
仰
せ
ず
る
可
ち
ず
と
ら
る
が
如
(
部
主
部

と
は
其
女
佑
V
L

於
て
大
な
る
路
応
お
り
と
詳
細
に
論
ぜ
ら
れ
た
り
、
最
後
K

宇
野
苛
人
民
は
門
的
制
裁
の
根
本
品
惣
を
論
じ
て
文
wm一
際
史
研
宛
訟
に
及
ぶ
』

之
題
L
‘
係
の
意
義
主
り
識
起
L
て
、
孔
子
の
抑
伏
木
思
想
た
る
仁
の
窓
設
に

及
ぴ
、
我
闘
犬
化
の
球
新
品
銭
合
溺
府
の
創
設
等
其
一
括
面
は
係
者
に
よ
り
て

行
は
れ
た
り

E
税
金
、
山
地
に
角
・
儒
放
の
根
本
泌
総
は
支
部
限
史
街
宛
の
上
に

必
要
な
る
事
の
な
り
と

t
、
従
来
茨
那
服
史
は
手
木
、
・
目
的
、
消
彼
等
の
た

め
氏
脅
か
れ
叱
る
を
以
て
、
科
準
的
の
限
史
と

L
て
見
る
ζ

之
能
は
ず
れ
ど

品
、
さ
り
と
て
凡
て
事
問
の
櫛
宛
児
於
て
科
率
的
の
砂
に
て
は
無
味
ぬ
燥
な

り
、
接
関
の
研
究
に
於
て
殊
に
人
間
を
溺
象
と
す
る
総
紳
科
山
中
に
於
て
け
い
.

人
間
h
f
物
質
と
し
て
見
る
の
乃
花
て
は
不
充
分
な
り
と
潟
じ
‘
要
ず
る
b
k

歴

史
の
問
山
知
広
於
て
は
科
感
的
方
法
を
執
る
は
素
よ
り
な
る
品

h

従
来
支
郊
に

於
げ
る
研
宛
法
の
如
き
減
wh
鴻
鈷
紀
一
於
て
は
全
然
筏
却
す
る
と
と
な
(
、
雨
者

相
提
携
草
花
始
め

d

て
研
誕
の
効
果
を
得
パ
告
患
の
冶
り
と
結
べ
り

h

散
曾
し

た
る
は
午
後
五
時
頃
に
し
て
川
Aw-
紳
戸
の
諸
我
波
b
y初
め
撃
生
多
数
の
山
向

}
一
}
困
惑
曾
記
事

.. 
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]
二
回

ー‘

•• 

六
月
十
八
日
一
際
感
義
的
世
大
接
一
一
一
十
二
帯
講
堂
に
於
て
理
財
事
曾
第
五
十
岡
大

曾
争
開
会
曾
ず
る
者
五
百
五
十
鈴
名
、
創
立
以
来
稀
有
の
山
崎
曾
な
り
き
。
今

m
A
K
A共
の
概
要
を
掲
げ
ん
午
後
一
時
録
制
民
教
授
は
起
ち
て
関
曾
の
回
目
を
玄
し
、

木
命
日
の
歴
史
よ
り
其
目
的
を
述
べ
、
次
で
河
津
博
士
は
‘
不
正
競
争
と
商
業
活

徳
な
る
紙
下
に
雨
者
の
関
係
を
綿
じ
、
不
正
統
守
祇
締
方
法
院
及
、
八
り
、
日
(

不
正
競
争
激
甚
な
る
米
関
よ
り
告
其
度
醤
L
Zず
我
鑓
に
と
り
て
は
最
6
注
意

を
嬰
ず
る
問
題
に

L
℃
、
取
締
そ
の
憶
を
得
ば
総
消
上
の
秩
序
縫
践
の
H

げな

h

フ
、
ず
商
業
滋
絡
に
及
ぼ
す
効
果
大
な
る
越
の
な
れ
ば
‘
深
号
研
宛
を
居
刷
3
v

る
可
抗
ら
ず
。
一
兆
来
自
由
絞
守
は
今
日
の
'
溜
消
界
を
現
出
せ
し
基
礎
一
た
る
唱

の
な
札
ど
‘
ヲ
ぞ
れ
に
は
附
時
二
商
事
る
の
結
果
経
静
界
の
階
級
品
す
閥
怒
り
貧

富
の
懸
隔
銭
め
忙
生
ず
る
に
歪
札
り
。
ウ
ん
れ
第
働
問
題
の
原
市
同
を
潟
ず
昔
の

に
し
て
、
不
正
競
争
は
安
に
そ
の
一
つ
を
形
作
る
過
の
た
明
、
そ
の
伽
wm口多

大
に
L
て
一
は
世
人
を
欺
陥
L
他
は
正
賞
な
る
競
争
者
の
利
益
唱
伊
一
等
L
衆
人

の
経
済
上
の
知
識
飢
え
せ
る
に
乗
じ
て
他
を
欺
、
全
身
は
認
済
上
敗
者
な
る
氏

拘
は

b
ず
勝
利
者
と
な
り
、
純
手
の
貨
物
金
段
吸
L
て
以
℃
損
害
を
及
ぼ
L
h

腕
刷
め
げ
な
止
曾
比
一
瞥
業
民
従
事
せ
る
者
の
地
を
森
て
、
労
者
の
伎
絞
り
仇
立
芋
し

む
る
主
主
る
等
主
ハ
手
段
接
競
を
極
む
、
且
出
札
近
一
時
各
闘
が
此
不
足
競
争
を
防

止
せ
ん
が
潟
約
阜
商
締
閣
の
一
法
規
b
へ
設
(
る
・
所
以
な
れ
ど
果
し
て
樹
氏
位
当
る
や

茶
や
は
，
疑
問
な
り
o
之
れ
不
民
競
争

t
・K
蛍
な
る
競
争
と
の
分
界
線
を
認
む

る
頗
る
阿
蘇
な
る
矯
め
に

t-
て
、
前
述
の
如
(
魁
済
界
収
於
け
る
大
原
則
た

.. 
司r

府
濁
り
℃
頗
る
盛
命
日
を
極
め
た
り
。

理
財
皐
合
大
舎
記
事 ハ

を
‘
渇
-v

〕
一
一
五


